
１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

1.日本語の習得のみならず学習を中心とした学校生活に関する相談、教員と生徒のコミュニケーション支援、学校と保護者との意思疎通等
の高校生活について必要な支援を実施

2.洋式化率は未達成だが、生徒の要望を踏まえ、洋式化だけでなく臭い対策や建具・機械設備の改修を実施。

県立高校トイレ洋式化率 ％

今後、事業をど
のようにしていき

たいか

課題等 今後の方向性

日常生活に支障のある要支援生徒、定時制生徒、通信制生徒に対
し、安心して高校生活を送るための適切な支援が求められている。

将来を見通すことが困難な時代の中で、これからの社会を担う生徒た
ちには、自ら未来を切り開いていく勇気や新たな社会を創造する力を
学びの中で培っていく必要がある。

生徒が安心して快適な高校生活を過ごすことができるよう老朽化対
策、トイレの環境改善、実習・実験用施設等の整備・更新が必要であ
る。

要支援生徒等に対する支援を継続して行っていく。

新たな価値を創造する力の育成するとともに「再編・整備計画」に一
体的に取り組む高校改革を進めていく。

県立高校の学習・生活環境の改善に取り組んでいく。

主な取組

✔生活支援相談員配置
　外国籍生徒や帰国子女が、高等学校における授業及び日常生活に速やかに適応できるよう生活支援相談員34名を配置。

✔施設改修
　トイレの洋式化175基に加え、老朽化した建具・機械設備の改修を実施。
　体育館の水銀灯等をLED照明に切り替え（令和３年度44校実施）。

✔高等学校再編
　統合新校ごとの「新校再編実施計画懇話会」の開催等。

✔新型コロナウイルス感染症対策
　各県立高等学校及び県立高等学校附属中学校において感染防止のための保健衛生用品等を購入。

1.各校の現状と要望を把握しながら支援員の配置を行い、各校に在籍する日本語が不自由な外国籍生徒及び帰国生徒が安心して高校生
活を送ることができるように、コミュニケーション力の向上や基礎学力の定着、生活相談などを支援する必要があるため、対象生徒の満足度
を設定。

2.生徒が快適に学校生活を過ごすことができるようにするためトイレ洋式化率を設定。
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【実施内容】

「高校改革 ～夢に挑戦する学び～」の推進、施設・設備等の整備、特色学科の設置運営、要支援生徒の学びの支援など
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教育委員会事務局 課・室

【現状】

・国内外の大きな社会変動による先行きの不透明な時代を生き抜くためには、自ら問題を発見し、答えを生み出し、新たな価値を創造してい
くための資質・能力が必要であるとの背景のもと、学習指導要領改訂、高大接続改革により、高等学校教育の転換が求められている。また、
全国的に少子化が進行しており、長野県においても同様の傾向が見られ、今後も長期的に子供の減少は続く見通しである。
・授業や日常生活に支障のある帰国子女や外国籍の要支援生徒に対しては、専門性の高い知識を有した外部人材等による適切な支援が
必要とされている。

【目指す姿】

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

～ E-mail koko@pref.nagano.lg.jp

高校教育課・高校再編推進室

実施期間

2-6 郷学郷就の産業人材育成・確保

4,742,147

19.24

1,735,402

・長野県の高校教育として多様な学びの場と学びの仕組みを用意し、すべての高校が、これからの時代に必要とされる新たな学びに転換す
ることによって、すべての生徒が自らの夢を見つけ、夢に挑戦する学びの実現を目指す。また、新たな学びを支える環境づくりを推進し、各
校の規模や特色を生かして、活力の維持と学びの質の向上を図る。
・要支援生徒が在籍する高等学校において、校内相談、支援体制を構築・拡充し、授業や日常生活へのより速やかな適応を図る。
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千円 千円

細事業名

給与費等

高等学校学びの支援事業費 部局 教育委員会事務局

R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

0 47,912 21,862

千円千円千円

生活支援相談員配置　26校
生活支援相談員人数　34人
生活支援相談員等従事時間数　991時間

統合新校ごとの「新校再編実施計画懇話会」の開催し、目指す学校像、教育方針等に
ついて意見交換を実施

直接

5
望月サテライト校施設整備事
業

実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

県立高校44校の体育館の水銀灯等をLED照明に切り替え直接

県立高校学習環境改善事業

直接

No. 細事業を構成する主な取組

3

トイレ設備175基の洋式化、老朽化した建具や機械設備を更新

特別教室や管理諸室に空調設備を整備するための電源余力等調査を実施直接

2
県立学校体育館照明交換事
業

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

経常運営費

県立高校空調設備整備事業

3

直接

1,828,803 4,082,317 832,428

千円

1

細事業
No.

4
県立高校再編実施計画検討
事業

直接1 教員業務支援員配置事業
新型コロナウイルス感染症対策対応のために、教師や学校教育活動を支援する教員
業務支援員を53校に配置

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

2

細事業
No.

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

1
日本語が不自由な生徒のた
めの高校生活支援事業

事業番号 細事業一覧 （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 課・室 高校教育課・高校再編推進室

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

1

細事業
No.

日本語が不自由な生徒のための高校生活支援事業費
2,860 3,352 3,045

千円 千円 千円

長野西高校望月サテライト校の施設改修を実施直接

6
聴覚障がいのある生徒を支
援する遠隔パソコン文字通訳
システム活用事業

遠隔パソコン文字通訳システムを活用し、聴覚に障がいのある生徒の学習を支援直接

7
感染症対策等の学校教育活
動支援事業

全ての県立学校において感染防止策の徹底を図るために必要な保健衛生用品等を
購入

直接
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高等学校学びの支援事業費 部局 教育委員会事務局

事業番号 細事業一覧 （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 課・室 高校教育課・高校再編推進室

直接

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

定時制課程運営費
13,509 3,811 3,438

千円 千円 千円

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

通信教育運営費
1,296 1,246 614

千円 千円 千円

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

高等学校理科教育設備・産業教育設備整備事業費
282,967 296,499

2
通信制課程教科書購入費補
助事業

3

直接

1 理科教育設備整備 生物顕微鏡の整備など42校において理科教育のための実験・実習設備を整備直接

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

2
定時制課程教科書購入費補
助事業

1 通信教育運営費 保育士の配置　１校分、２名分直接

6

細事業
No.

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

1,795,904

千円 千円 千円

5

細事業
No.

通信制課程に在籍する生徒のうち、一定の要件を満たす生徒へ教科書等購入費を補
助する。　２校

直接

1 消耗品費、備品購入費 定時制課程運営にかかる消耗品の購入及び設備整備　２校直接

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

夜間定時制課程に修学している生徒を支援するため、対象となる生徒に対し、教科書
購入費を補助する。　16校

直接

4

細事業
No.

2 産業教育設備整備
電子計算組織等のリース・運営・維持のほか、トラクターの更新など４校において老朽
化した設備を整備

デジタル化対応産業教育装
置整備事業

AI・IOTロボット実習システムの導入など21校においてデジタル化に対応した産業教育
装置を整備
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高等学校学びの支援事業費 部局 教育委員会事務局

事業番号 細事業一覧 （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 課・室 高校教育課・高校再編推進室

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

特色ある学科設置事業費
123,304 124,638 103,177

千円 千円 千円

老朽校舎除却　1校
非構造部材耐震点検　13校

直接

367,369 182,372 8,504

千円 千円

1 高等学校施設整備事業費

8

7

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

1 特色学科設置 外部講師謝金、費用弁償、運営システムリース、外部実習委託

細事業
No.

細事業
No.

R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

高等学校施設整備事業費
千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法

直接

2 県立学校施設整備基金積立 利息積立直接

細事業名

令和３年度　実施内容（実績）


